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１．実証実験の概要



補助金業務における「膨大な手作業」からの脱却

1-1 背景・目的

１．実証実験の概要

愛知県の健康増進事業費補助金業務は、県内市町村を対象とし、申請から実績報告までの一連のプロセスにおいて、膨大な量の書類作成と

審査業務が発生していた。

従来のExcelと紙を主体とした運用では、以下のような課題が深刻化していた

・長時間労働の常態化

1申請あたりのチェックに約90分を要し、職員二人がかりでの対応が必須

・ミスの発生と手戻り

手打ちによる計算が多く、数値の誤りや転記ミスが多発。市町村への電話での修

正依頼や書類差し替えに多大な時間を費やす

・業務の属人化

担当者の異動が多く、作成に不慣れな職員の負担が大きい

＜ゴール設定＞

本実証実験は、「そのままDX」を活用し、申請受付から審査、集計までの作業を効率化させることで
審査の正確性を保ちながら作業時間を抜本的に短縮することを目的とする
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健康増進事業費補助金業務は、年度ごとに「計画申請→交付申請→変更交付申請→実績報告」などのサイクルで実施され、国、県（健康対策課）
市町村（53団体）間で多量の書類のやり取りと審査が発生している。

1-2 対象となる業務の全体像

１．実証実験の概要

登場主体 主な業務内容 業務上の課題/問題点

市町村（53団体） 申請書・報告書等の作成・提出
• 不慣れな担当者が多いため、入力場所や数値の誤りが多発している。
• 「計算式と計算後の数値の食い違い」や「記載漏れ」が多い。

県（健康対策課）
書類の審査、修正依頼、国への報告書の
作成（集計・転記）

• 膨大な書類を二人がかりでチェックしている。
• 正確性を保つため電卓をたたく地道な確認作業を繰り返している。
• 1申請のチェックに約45分を要し、作業時間が多大である。
• 紙ベースでの管理も行っているため、二重管理の手間がある。
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申請・審査・集計に関わる一連の業務を効率化し、双方の作業時間と心理的負担を軽減する。

1-3 目標・KPI

１．実証実験の概要

①県担当者の審査処理時間 ③市町村担当者の満足度②国提出用データ集計時間

市町村から提出された申請書1
件あたりの、県担当者による確
認・審査にかかる時間

新システムの操作性や負担軽減
効果に関する、実証実験に参加
した市町村担当者からの評価

全市町村データを集約し、国指
定様式へ転記・集計するために
要する時間

現状値 目標値 現状値 目標値現状値 目標値

90分 30分 19.1% 30％180分 20分
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２．実証実験の結果



県担当者の業務時間を削減

2-1 KPIに関する結果

２．実証実験の結果

KPI①県担当者の審査処理時間

申請1件あたりの審査時間を78％削減

結果：目標30分に対し、20分を達成

手動での検算が不要となり、システム上のチェックに集中で
きたことで大幅な時間短縮を実現。

国提出用データの集計時間を97％削減

結果：目標20分に対し、5分を達成

各市町村から提出された構造化データをCSVで一括出力し、
国様式へ貼り付けるだけで集計が完了。手作業でのコピー＆
ペーストが完全に不要となった。

KPI②国提出用データ集計時間
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市町村担当者の満足度は目標達成、しかし評価にはばらつき

2-1 KPIに関する結果

２．実証実験の結果

KPI③市町村担当者の満足度

結果：
• 目標の30％を上回る37.5％を達成
• 「差し戻し・修正対応がスムーズになった」という評価の一方で、

「入力しにくくなった」という意見も見られ、評価が二分化する
結果となった

• この結果から得られた具体的な発見事項は後述

「満足」「とても満足」と回答した割合が37.5％
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従来の業務フローを尊重しつつ、デジタルならではの効率化を追求

2-2 工夫したポイント

２．実証実験の結果

ポイント1：統一Webフォームによる入力体験の刷新

複数に分かれていたExcelシートを、スクロール形式の単一Webフォームに統合。シート間の移動や転記ミスを構造的に排除した。

ポイント2：自動計算とマスタ連携による入力補助

人口に応じた基準単価の自動反映や、各項目の合計値をリアルタイムで計算する機能を実装。手計算や目視確認のプロセスを大幅に削減
した。

ポイント3：システム内でのコミュニケーション完結

修正依頼や確認をシステム上のワークフローやコメント機能で対応可能に。電話やメールでの煩雑なやり取りを軽減し、修正履歴をシス
テム内に記録することで、担当者間の情報共有を円滑化した。
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差し戻し・修正プロセスの効率化は高い評価

2-3 実証実験で得られた発見

２．実証実験の結果

結論：
目的としていた「オンライン上での申請や修正依頼」は、

県・市町村担当者双方の負担軽減につながるという実証を得ることができた。

アンケートの自由記述から、本システムのコンセプトが市町村担当者にもたらした価値が確認できた。

「修正や提出方法が簡単だった。」 「データのやりとりはメールに添付等
の手間が省けるのでスムーズになると

思います。」

「入力に不備がある場合、
赤くなっているため
気づきやすい。」「修正はどこを修正するかがわかりやすか

ったのでよかった。」

「差戻の際に、コメントでご指示いただける
のはありがたく感じました。」
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３．課題と今後の展開



操作性（UI/UX）と業務プロセスに課題

3-1 サービス/ システムに関する課題

３．課題と今後の展開

「入力作業」のフェーズにおいて、操作性や既存の業務プロセスとの乖離に関する課題が浮き彫りとなった。

「動作が遅い…開くのも保存するの
も、セルを選択して入力できるよう
なるのもすべて遅い。」

「システムが固まってしまい、稼働
できない時間があった。」

「Enterキーや方向キーで移動できず、
毎回マウスで指定しないといけない
ので不便だった。」

「決裁用にPDF出力してみたところ、
表の途中で切れた。」

「結局もともとのエクセルを使って
作成したのち、わざわざ指定の入力
項目に変換して改めて打ち込む作業
が1時間増えただけに感じた。」

「部署内で同様のExcel表に入力をし
ておき転載する…という事務になり
そうだと想定しました。」

13/17



頂いたフィードバックに基づく、3つの重点改善項目

3-2 導入に向けての課題と解決策

３．課題と今後の展開

① 操作性の改善

• クリック/完了が多く入力が遅い

• コピペ・一括入力がしづらい

• LGWAN経由で遅延・フリーズ

課題

• Enter/tab/方向キー等の入力効

率化機能の開発

• 軽量化／回線前提の性能改善

解決策

② 入力の柔軟性

• 長文を入力できる欄において、

表示が見切れてしまう

• 自治体ごとの総人口をマスタと

して設定するのが手間がかかる

課題

• 長文表示（折返し/拡大）対応機

能の検討

• 各市町村側で、総人口を入力さ

せ、その値に応じて基準単価を自

動的に設定できる機能の検討

解決策

③ 国様式へ対応

• 様式確定前は手戻りが大きく、全

ての国提出様式への対応が未完状態

• 500枠追加を行った状態でのフォ

ーム化は重くなる懸念

課題

• 様式決定後、CSV貼り付け→国様式

への自動転記処理を完成させる。

• まずは500枠追加を行ったフォーム

を作成し、動作について確認

解決策

※ 本格導入に向けては、様式確定と性能検証を並行しながら仕様を協議
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４．参考資料



既存の申請Excelをもとに、Web入力フォームを作成

4-1 成果物（制作物）紹介

４．参考資料

複数シートに分かれていた様式をつなぎあわせ、一つのWeb入力フォームとして作成 市町村名を選択するだけで、設定された総人口・基準単価が適用され、自動的に
計算が行われるように設定
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既存の書類を送るだけでシステム化・データ管理を実現する「そのままDX」

4-2 サービス/システム紹介

４．参考資料
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